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［認証証明書］

●部材が小さく、狭隘な施工現場･運搬経路にも使用が可能です。
●現場打ち底板で、地形･地質に左右されず設計が可能です。
●プレキャスト壁高10mの性能確認試験で安全性が保障されています。

［特　　徴］

■認定年月日：平成25年3月22日
■府開建地第102号
■見付け高さH=1.0m～9.0m
■認定断面数170断面

■認定年月日：平成14年6月11日
■擁壁の壁高：10.0ｍ

宅造法大臣認定取得

建設技術審査証明取得

［建設技術審査証明］

［実物大載荷実験］

［標準施工図］

耐荷性能や耐久性を把握・検証するために、建築研究所にて実際
の製品（ゴールコン擁壁）を使用し土圧に相当する水平力を加え
る構造耐力実験を実施している様子。

［宅地法大臣認定］

ゴールコン
（構造用垂直積み上げ式擁壁）
宅地造成等規制法施行令第14条の規定に基づいた国土交通大臣認定製品です。
建設技術審査証明書取得 建技審証第0204号・宅地造成等規制法施行令第14条における大臣認定取得
NETIS登録番号：SK-980019-A（掲載終了）

│擁壁│ゴールコン│
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［施工手順］

［工事日数比較］

［形 状 図］

擁壁高10ｍ フーチング 壁

ゴールコン

現場打ち鉄筋コンクリート擁壁
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延長10.625ｍ
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│擁壁│ゴールコン│

〈500A 型〉 〈1000A 型〉 〈1500A 型〉

〈N2000A 型〉〈N1500A 型〉

〈500B 型〉 〈1000B 型〉 〈1500B 型〉 〈N2000B 型〉〈N1500B 型〉

〈500W型〉 〈1000W型〉 〈1500W型〉

大谷石534kg

大谷石320kg

大谷石189kg 大谷石283kg 大谷石396kg

大谷石807kg大谷石584kg大谷石393kg

大谷石414kg 大谷石527kg

大谷石642kg

大谷石506kg大谷石398kg

土質、高さに適合した設計で基礎コンク
リートを打設。打設時に鉛直鉄筋を突
出させる。鉄筋間隔は正確に配置し勾
配は壁面勾配と同一に、段違いに設け
る。

1.基礎

ゴールコンを正位にクレーン車等で吊
り、手元2人で既に固定してある鉛直鉄
筋に、ゴールコンの鉛直鉄筋孔を通し
て据付ける。
据付位置、寸法、勾配を測定、調整する。
生コンを、ゴールコン鉛直鉄筋孔の高
さの80％程度まで打設し、振動棒にて
突き固める。

2.ゴールコン1段目

ゴールコンを反位に吊り、鉛直鉄筋に
ゴールコンの鉛直鉄筋孔を通して据付
ける。据付位置、勾配等を測定調整す
る。

3.ゴールコン2段目

ゴールコンを正位、反位交互に設置し、
各々その位置を調整しながら積み上げ
る。3～4段毎に生コン打設を行い振動
棒にて突き固める。

4.ゴールコン3段目

裏込め（埋め戻し）材料は設計条件に
照らしその条件に見合ったもので行う。
転圧は、30㎝程度の撒きだし厚に対し
ランマー等で入念に行う。
擁壁背面の排水のための透水マット、
栗石等の施工工程と調整を図る。

5.裏込、転圧

完成全景

6.完成

■準備工

■コンクリート、型枠、鉄筋

■養生

■足場工

■ゴールコン
　・設置工
　・鉄筋工
　・中込コンクリート

■準備工

■コンクリート、型枠、鉄筋

■養生

■足場工

天端コンクリート

1段目
2～4段目
5～7段目
8～10段目
11～13段目
14～16段目
17～19段目


